
氏名 足　立　広　明

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

企画委員、キャリア教育委員、通信教育委員

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

文化史学会、日本西洋史学会、日本西洋古典学会、日本ビザンツ学会、日本オリエント学会、地
中海学会、キリスト教史学会、ジェンダー史学会、西洋中世学会、西洋史研究会など

西洋古代末期の社会と心性

ギリシア語・ラテン語の自主勉強会の継続

同志社大学大学院文学研究科博士課程後期

文学修士

西洋古代末期

最終学歴

　【研究上の特記事項】 下記翻訳は古代末期研究の現状を日本の読者にも広く開示するものである。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・西洋史概論
・卒業論文
・
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・国際文化財史料学演習Ⅰ(一）
・西洋史学者特殊講義Ⅱ
・
・

授業科目

・西洋史演習Ⅰ(一）およびⅡ(一）
・西洋史講読Ⅰ(一）およびⅡ(一）
・歴史学通論
・西洋史概論
・西洋史特殊講義
・史学研究法



単

単

古代末期の女性哲学者ヒュパティアに
ついて、滅び行く異教の代表でなく、同
時代のキリスト教女性聖人と共通する
特徴を持つ、成長の可能性を有した人
物として再評価する発表を行った。

地中海学会2014年6月

白水社2015年2月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

⑤

①翻訳：ジリアン・クラーク著『古
代末期のローマ帝国―多文化
の織りなす世界』

③

（その他）

②

⑤

③

（学会発表）

②

③

④

④

②

⑤

①女性哲学者ヒュパティアと古
代末期の独身修行（asceticism)

③

④

西洋古代末期に関する2011年出版の
英語圏の代表的研究者による最新の
概説の翻訳

⑤

④

①

②

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①


